
指導力不足教員への対応について（概要） ＜東京都＞

●人事考課の仕組み（自己申告と業績評価）
　【自己申告】教員自らが職務上の目標を設定し、自己評価を行うことで、自己の能力や改善点等
　　　　　　　　　を把握し、職務遂行能力の開発向上を目指す。

　【業績評価】能力と業績に応じた人事管理を通じて、教育職員一人ひとりの資質能力を向上させ
　　　　　　　　　るため、職務遂行状況等について的確に把握する。

人事考課

●自己申告と業績評価の流れ

校長
　日常の指導
　授業観察・面接の実施（指導）
　研修の実施

●対応の流れ（研修）

【自己申告】
　教員
　目標設定　⇒　職務への主体的な取組
　自己評価　⇒　改善点、改善策の認識

　「資質能力の向上を目指す」

課題の明確化
指導・助言

業績評価の実施
　業績評価の結果を給与や昇任等へ反映させる。

指導力に課題のある教員
　校長が繰り返し指導を行っても問題点が
　改善されない。

指導力不足教員への対応

　校長は、指導力に課題のある教員に繰り返し指導を行う。
　指導を継続しても問題点が改善されない教員について、指導力不足教員の申請を行う。

都立学校は校長、区市町村立学校は、
区市町村教育長が申請する。

東京都教育委員会

判定会
　・指導力不足教員の認定
　・指導力不足教員研修の種類決定

教職員研修センター（研修の実施）

研修評価

審査委員会
　・研修の解除　・研修期間の延長
　・不適格教員の認定

不適格教員

不適格教員の決定

東京都教育委員会で決定

退職を選択 行政職員への転職選択
（転職選考の受験）

合格
都職員として採用

退職を選択

退職を選択しなければ
分限免職

不合格


